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診療内容　病床数５６０床

整形外科
リハビリテーション科
泌尿器科
放射線科
歯科（入院のみ）

総合内科
循環器内科
神経内科
麻酔科
臨床検査科

呼吸器内科
呼吸器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

アレルギー科
眼科
耳鼻咽喉科
皮膚科（入院のみ）

消化器内科
消化器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

●西武池袋線 清瀬駅南口よりタクシー５分、または南口バス２番乗り場より久米川駅行・所沢駅東口行は東京病院北下車、下里

団地行・滝山営業所行・花小金井駅行は東京病院玄関前下車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ武蔵野線 新秋津駅よりタクシー１０分、または西武池袋線に乗り換え。

●西武新宿線 久米川駅北口より清瀬駅南口行で東京病院北下車。または花小金井駅北口より清瀬駅南口行きで東京病院玄関前下

車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ中央線 武蔵小金井駅より清瀬駅南口行のバス路線があります。

●東武東上線 志木駅南口より清瀬駅北口行のバス路線があります。

●お車でお越しの際は正面よりお入り下さい。

　（駐車場２６５台）

　３０分以内　無料

　３１分～４時間　１００円

　以後１時間毎　１００円

　（２０時１５分～７時　１時間毎３００円))

専　門　外　来　案　内

交通

医療連携室よりお知らせ　患者様をご紹介いただく場合（医療機関）
　　外来診療の予約 ：診療依頼書をFAX送信して下さい
　　CT・MRI検査の申し込み ：医療連携室へお電話下さい
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水（午後）

火（午前）

最近ものわすれのひどい方、アルツハイマー病などが心配な方。
（あらかじめ神経内科を受診して下さい。）

タバコがどうしてもやめられない方。
（当院の禁煙外来は、平成20年1月より保険が適用となりました。）

も の わ す れ 外 来

禁　　　煙（予約制）

木（午後） 肺がん治療についてのセカンドオピニオンを希望される方。［1時間まで10,800円］

通常の喘息治療でうまく喘息がコントロールされていない難治性喘息の方。

肺 が ん セ カ ン ド
オピニオン（予約制）

水（午前）
この病気は「息切れ」と「から咳」がよくある症状です。
治療が難しく、膠原病に合併する場合もあります。間　質　性　肺　炎

難 治 性 喘 息 外 来
　　（予約制）

火（午後2時～）

月（午後）
2時～4時

咳をともなって気道・肺から出血する状態を喀血といいます。肺アスペルギルス症、気管支
拡張症、非結核抗酸菌症、肺結核、肺癌の患者さんにおこります。ご相談ください。喀　　  血（予約制）

水（午前）
咳や痰が出て、血痰があるなど一見結核にみえますが違います。
結核とそっくりの症状がこの疾病です。他人への感染はありません。非結核性抗酸菌症

金（午後）
肝臓癌、胆嚢癌、胆管癌、膵臓癌や胆石症など、肝胆膵疾患の手術のご相談、お申し込み、
セカンドオピニオン等に、専門の医師が対応いたします。肝　　　　胆　　　　膵
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木（午後）
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連携医の先生方かかりつけの患者様で、運動・言語・嚥下機能に問題があり、
リハビリテーションをご希望の方。（かかりつけ医の情報提供書が必要です。）
白内障の診断、手術の相談、説明など、これから白内障手術を検討されている方の
各種相談などを行っています。

地 域 リ ハ ビ リ 相 談

白 　 内 　 障 　 外 　 来

木（午後） 失語・失行や健忘などの診断、リハビリテーションへの紹介など（要神経内科外来受診）。高 次 脳 機 能 外 来

専門外来名 診察日 このようなことでお悩みの方は、ご相談ください

月～金（午前）
ご家族などから「いびきが大きい、長く続く」あるいは「ねている時に息が止まる」などと
言われた方。COPDを疑われたり、COPD呼吸リハビリを御希望の方。

い  び  き  COPD
（睡眠時無呼吸症候群の検査）

受付時間：初診 8:30～14:00（消化器内科の月、金は１２:００までの受付）
　　　　　再診 8:00～11:00 （受付時間平日8：30～15：00まで）

予約センター　042-491-2181
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第 45 号
平成26年４月号に寄せて

国立病院機構東京病院院長　大田　健

　平成 26 年度が始まります。私にとっては東京病院の院長に就任して 3 年目を迎えることになります。石

の上にも 3 年という諺にもあるように、3 年はいろんな意味で節目となる年限だと思います。まず慣れて

様子が分かり、就任前の夢物語を現実に合わせる作業と、直面する問題点の認識と分析、そして問題解決

に向けた方策の立案と実行であっという間に 2 年間が経過しました。こうして迎えた 3 年目の今年度は、

院長としての成果を示すことで責任を果たすことが要求されているものと自覚しております。当院は新年

度となる 4月から DPC に正式に参加いたします。これを機に、新たに放射線診療センターを立ち上げ、放

射線科の三上医師をセンター部長に任命しました。喘息・アレルギーセンター長は、初代で立ち上げに貢

献した庄司副院長から小林統括診療部長に交代しました。呼吸器疾患では肺癌の患者数が毎年増加傾向に

あることから、田村呼吸器センター長と廣瀬地域医療連携部長を中心に肺癌診療の一層の充実を図ってお

ります。その一環として、外来化学療法室を開設しました。廣瀬医師が併任で室長として就任し、今後の

運営を担当いたします。消化器センター、総合診療センターを加えた５センターの協力体制がしっかりと

機能して、当院の総合力が十二分に発揮できるようにさらに医療環境を整備して参ります。そしてこれま

で以上に連携医の先生方と密に協力し、地域医療への貢献度を増したいと考えております。また、当院は

直接関与する位置付けではありませんが、後方支援の形であっても当院の特徴を生かしながら、在宅医療

に大いに貢献したいと考えております。

　厳しい天候に見舞われたこの一年間でしたが、再び春を迎え、当院を取り囲む自然が何もなかったかの

様に目覚めてゆくことに触れて、改めて元

気をもらっております。素晴らしい自然と

建物、そして、優れた人材から構成されて

いるめぐまれた環境が十分に活用されて、

北多摩北部医療圏はもとより我が国の医療

の充実に貢献できることを願って、全員で

頑張る所存です。「自分や自分の家族がかか

りたい病院」を念頭に、スタッフ全員がそ

れぞれの職責をしっかりと果たせる職場と

して、引き続き運営したいと思います。ど

うぞよろしくお願い申し上げます。

　平成 26 年 4月吉日

仮8

肺ドック・消化器ドックを行っています
○肺ドック
月～金　9：00～10：00（1日2名）
料　金：27,000円（税込）

○消化器ドック
月～金　9：00～12：00（1日2名）
料　金：51,840円（税込）

～お申込み方法・お問合わせ先～
　予約センター：TEL 042－491－2181　受付時間：平日8：30～15：30

FAX 042-491-2125（8:30～15:30）
TEL 042-491-2934（8:30～17:15）
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退 職 者 紹 介
薬剤科長　粟野　厚直

　昭和52年の卒業後、国立病院に奉職して以来、37年間に亘り国家公務員の末席を汚し
てまいりました。病院薬剤師として多くの病院を経験し、診療科目、救急の取扱、地域
性などの違いと薬剤科業務の連携を体得してまいりました。４月からは民間人として、
今まで同様医療の現場に身を置くことになりましたので、今までの経験を十分に生かし
て、国立病院出身者として恥ずかしくない姿勢を示していきたいと思います。今までご
指導ご協力を賜った皆様にお礼を申し上げるとともに、今後とも相変わらずのご指導、
ご厚誼をお願いして、定年退官のご挨拶とさせていただきます。

管理課長　水村　正明
　　一昨年４月、国立がん研究センター（柏地区）からまいりまして早や２年、本年３
月31日を持ちまして定年退職を迎えました。過ぎてみればあっという間です。私は昭和
49年5月、国家公務員として最初に西埼玉中央病院に採用され、ここを皮切りに転勤生
活がスタートしていきました。西埼玉中央病院から数えますと東京病院で8施設目にな
りますが、おそらく同じ事務職の皆さんは私の年まで働きますと、もっと経験する施設
数が多くなるのではと思います。なぜなら、私は38歳になって初めて施設を異にするこ
とになったからです。いろいろな病院に勤務しますとその病院によって診療にも特色が
ある訳ですから我々事務職もそこを見極めて仕事に精を出すということですが、この病
院に来てからは、少しだけですが昔の病院の姿を知っている自分からすると、まさに変
革期に突入しているような気がいたしました。救急受け入れ体制が本格化し、さらに地
域災害拠点病院としての意識の高まりが災害訓練にも現れていると感じました。昨年12
月の訓練では小規模ではありましたがトリアージまで含めた訓練となりました。徐々に
トリアージの規模・経験を増やしていけば必ずや地域に貢献できる病院になっていくも
のと思います。
　そして、大田院長はじめ職員一丸となってリスタート病院からの脱却をめざして頑張
っていけば、今まで以上に素晴らしい病院になると確信しております。
　最後になりますが、患者さんの投書でこの病院の職員はとても挨拶がしっかりしてい
てとても明るいとお褒めの言葉をよく頂きます。この習慣は今後もず～っと続けて頂き
ますよう節にお願いを申し上げ、退任のご挨拶とさせて頂きます。大変お世話になりま
した。

栗崎博司神経内科医長退任にあたって
臨床研究部長　蛇澤　晶

　栗崎先生は1978年（昭和53年）5月1日から36年弱にわたり、当院の神経内科医とし
て勤務されてこられましたが、本年3月31日をもって定年退職されることになりました。
在職中は、神経難病や認知症の診療・臨床研究に携わってこられ、1981年からは神経内
科医長、2012年からは臨床研究部薬理研究室長を勤められました。今後は開業医として
地域医療に尽力されるとともに，週1回、当院の外来を担当されることになっています。
　今後のご活躍をお祈りしたいと思います。
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臨床研究部長　蛇澤　晶
　東京都医師会の共催で平成26年２月8日に学士会館において，「結核とその周辺疾患」をテーマに第11
回結核研修セミナーを開催しました。前夜から降り続いた半世紀ぶりの大雪で足もとが悪いうえ，交通機
関の遅延や一時運転見合わせなどが続出したなかで開催できるか否か不安でしたが，少なからぬ医療関係
者の方が参加してくださり，結核症に対する高い関心を持っておられる方が多いことを認識しました。
　この会は，職種や所属施設を限定せずに，医療関係者の皆さんに結核症の知見を知っていただくことを
目的として毎年開かれており，初回から東京都医師会に共催していただいています。例年，当院における
結核診療の現状を院長が提示し，東京都感染症対策課の方（本年は渡瀬 博俊課長）から結核症の疫学や行
政上の結核対策を御講演いただいた上で，結核症における実際の診療（診断･治療など）に関する総論的
な講演，結核症に関連したトピックの講演をお願いしています。今年は「結核後遺症の治療」（当院 松井 
弘稔 呼吸器内科診療部長）および「肺非結核性抗酸菌症の診断と治療」（複十字病院　森本 耕三 呼吸器
センター主任）にトピック部門を担当していただき，いずれの講演に対しても盛んな質疑がなされました。
　あの大雪のなか参加してくださった皆さんにお礼を申し上げます。次回のセミナーを来年2月7日に開
く予定でありますので，御協力・御参加のほどをよろしくお願いいたします。

結核研修セミナーが大雪のなか開催されました

6

柴田師長・医療安全管理係長
　全国に143ある国立病院機構の病院では、平成23年度より複数の病院間で医療安全対策の現状を評価し、
医療安全対策の標準化、質の向上を図る目的で、『医療安全相互チェック』を行っており、12月10日、当
院と東京医療センター・村山医療センターの3施設で実施しました。当日は、医師、看護師、薬剤師、臨
床検査技師、診療放射線技師、栄養士、事務など多職種のメンバー構成で院内各部署をラウンドし、病院
間で意見交換を行いました。

『病院間医療安全相互チェック』終了しました。
講演会場 雪の学士会館
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指導ご協力を賜った皆様にお礼を申し上げるとともに、今後とも相変わらずのご指導、
ご厚誼をお願いして、定年退官のご挨拶とさせていただきます。

管理課長　水村　正明
　　一昨年４月、国立がん研究センター（柏地区）からまいりまして早や２年、本年３
月31日を持ちまして定年退職を迎えました。過ぎてみればあっという間です。私は昭和
49年5月、国家公務員として最初に西埼玉中央病院に採用され、ここを皮切りに転勤生
活がスタートしていきました。西埼玉中央病院から数えますと東京病院で8施設目にな
りますが、おそらく同じ事務職の皆さんは私の年まで働きますと、もっと経験する施設
数が多くなるのではと思います。なぜなら、私は38歳になって初めて施設を異にするこ
とになったからです。いろいろな病院に勤務しますとその病院によって診療にも特色が
ある訳ですから我々事務職もそこを見極めて仕事に精を出すということですが、この病
院に来てからは、少しだけですが昔の病院の姿を知っている自分からすると、まさに変
革期に突入しているような気がいたしました。救急受け入れ体制が本格化し、さらに地
域災害拠点病院としての意識の高まりが災害訓練にも現れていると感じました。昨年12
月の訓練では小規模ではありましたがトリアージまで含めた訓練となりました。徐々に
トリアージの規模・経験を増やしていけば必ずや地域に貢献できる病院になっていくも
のと思います。
　そして、大田院長はじめ職員一丸となってリスタート病院からの脱却をめざして頑張
っていけば、今まで以上に素晴らしい病院になると確信しております。
　最後になりますが、患者さんの投書でこの病院の職員はとても挨拶がしっかりしてい
てとても明るいとお褒めの言葉をよく頂きます。この習慣は今後もず～っと続けて頂き
ますよう節にお願いを申し上げ、退任のご挨拶とさせて頂きます。大変お世話になりま
した。

栗崎博司神経内科医長退任にあたって
臨床研究部長　蛇澤　晶

　栗崎先生は1978年（昭和53年）5月1日から36年弱にわたり、当院の神経内科医とし
て勤務されてこられましたが、本年3月31日をもって定年退職されることになりました。
在職中は、神経難病や認知症の診療・臨床研究に携わってこられ、1981年からは神経内
科医長、2012年からは臨床研究部薬理研究室長を勤められました。今後は開業医として
地域医療に尽力されるとともに，週1回、当院の外来を担当されることになっています。
　今後のご活躍をお祈りしたいと思います。
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診療内容　病床数５６０床

整形外科
リハビリテーション科
泌尿器科
放射線科
歯科（入院のみ）

総合内科
循環器内科
神経内科
麻酔科
臨床検査科

呼吸器内科
呼吸器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

アレルギー科
眼科
耳鼻咽喉科
皮膚科（入院のみ）

消化器内科
消化器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

●西武池袋線 清瀬駅南口よりタクシー５分、または南口バス２番乗り場より久米川駅行・所沢駅東口行は東京病院北下車、下里

団地行・滝山営業所行・花小金井駅行は東京病院玄関前下車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ武蔵野線 新秋津駅よりタクシー１０分、または西武池袋線に乗り換え。

●西武新宿線 久米川駅北口より清瀬駅南口行で東京病院北下車。または花小金井駅北口より清瀬駅南口行きで東京病院玄関前下

車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ中央線 武蔵小金井駅より清瀬駅南口行のバス路線があります。

●東武東上線 志木駅南口より清瀬駅北口行のバス路線があります。

●お車でお越しの際は正面よりお入り下さい。

　（駐車場２６５台）

　３０分以内　無料

　３１分～４時間　１００円

　以後１時間毎　１００円

　（２０時１５分～７時　１時間毎３００円))

専　門　外　来　案　内

交通

医療連携室よりお知らせ　患者様をご紹介いただく場合（医療機関）
　　外来診療の予約 ：診療依頼書をFAX送信して下さい
　　CT・MRI検査の申し込み ：医療連携室へお電話下さい

呼

　吸

　器

　関

　係

　外

　来

水（午後）

火（午前）

最近ものわすれのひどい方、アルツハイマー病などが心配な方。
（あらかじめ神経内科を受診して下さい。）

タバコがどうしてもやめられない方。
（当院の禁煙外来は、平成20年1月より保険が適用となりました。）

も の わ す れ 外 来

禁　　　煙（予約制）

木（午後） 肺がん治療についてのセカンドオピニオンを希望される方。［1時間まで10,800円］

通常の喘息治療でうまく喘息がコントロールされていない難治性喘息の方。

肺 が ん セ カ ン ド
オピニオン（予約制）

水（午前）
この病気は「息切れ」と「から咳」がよくある症状です。
治療が難しく、膠原病に合併する場合もあります。間　質　性　肺　炎

難 治 性 喘 息 外 来
　　（予約制）

火（午後2時～）

月（午後）
2時～4時

咳をともなって気道・肺から出血する状態を喀血といいます。肺アスペルギルス症、気管支
拡張症、非結核抗酸菌症、肺結核、肺癌の患者さんにおこります。ご相談ください。喀　　  血（予約制）

水（午前）
咳や痰が出て、血痰があるなど一見結核にみえますが違います。
結核とそっくりの症状がこの疾病です。他人への感染はありません。非結核性抗酸菌症

金（午後）
肝臓癌、胆嚢癌、胆管癌、膵臓癌や胆石症など、肝胆膵疾患の手術のご相談、お申し込み、
セカンドオピニオン等に、専門の医師が対応いたします。肝　　　　胆　　　　膵

木（午前）

木（午後）
13：30～15：30

連携医の先生方かかりつけの患者様で、運動・言語・嚥下機能に問題があり、
リハビリテーションをご希望の方。（かかりつけ医の情報提供書が必要です。）
白内障の診断、手術の相談、説明など、これから白内障手術を検討されている方の
各種相談などを行っています。

地 域 リ ハ ビ リ 相 談

白 　 内 　 障 　 外 　 来

木（午後） 失語・失行や健忘などの診断、リハビリテーションへの紹介など（要神経内科外来受診）。高 次 脳 機 能 外 来

専門外来名 診察日 このようなことでお悩みの方は、ご相談ください

月～金（午前）
ご家族などから「いびきが大きい、長く続く」あるいは「ねている時に息が止まる」などと
言われた方。COPDを疑われたり、COPD呼吸リハビリを御希望の方。

い  び  き  COPD
（睡眠時無呼吸症候群の検査）

受付時間：初診 8:30～14:00（消化器内科の月、金は１２:００までの受付）
　　　　　再診 8:00～11:00 （受付時間平日8：30～15：00まで）

予約センター　042-491-2181
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○呼吸器センター ○喘息・アレルギーセンター ○消化器センター ○総合診療センター
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

第 45 号
平成26年４月号に寄せて

国立病院機構東京病院院長　大田　健

　平成 26 年度が始まります。私にとっては東京病院の院長に就任して 3 年目を迎えることになります。石

の上にも 3 年という諺にもあるように、3 年はいろんな意味で節目となる年限だと思います。まず慣れて

様子が分かり、就任前の夢物語を現実に合わせる作業と、直面する問題点の認識と分析、そして問題解決

に向けた方策の立案と実行であっという間に 2 年間が経過しました。こうして迎えた 3 年目の今年度は、

院長としての成果を示すことで責任を果たすことが要求されているものと自覚しております。当院は新年

度となる 4月から DPC に正式に参加いたします。これを機に、新たに放射線診療センターを立ち上げ、放

射線科の三上医師をセンター部長に任命しました。喘息・アレルギーセンター長は、初代で立ち上げに貢

献した庄司副院長から小林統括診療部長に交代しました。呼吸器疾患では肺癌の患者数が毎年増加傾向に

あることから、田村呼吸器センター長と廣瀬地域医療連携部長を中心に肺癌診療の一層の充実を図ってお

ります。その一環として、外来化学療法室を開設しました。廣瀬医師が併任で室長として就任し、今後の

運営を担当いたします。消化器センター、総合診療センターを加えた５センターの協力体制がしっかりと

機能して、当院の総合力が十二分に発揮できるようにさらに医療環境を整備して参ります。そしてこれま

で以上に連携医の先生方と密に協力し、地域医療への貢献度を増したいと考えております。また、当院は

直接関与する位置付けではありませんが、後方支援の形であっても当院の特徴を生かしながら、在宅医療

に大いに貢献したいと考えております。

　厳しい天候に見舞われたこの一年間でしたが、再び春を迎え、当院を取り囲む自然が何もなかったかの

様に目覚めてゆくことに触れて、改めて元

気をもらっております。素晴らしい自然と

建物、そして、優れた人材から構成されて

いるめぐまれた環境が十分に活用されて、

北多摩北部医療圏はもとより我が国の医療

の充実に貢献できることを願って、全員で

頑張る所存です。「自分や自分の家族がかか

りたい病院」を念頭に、スタッフ全員がそ

れぞれの職責をしっかりと果たせる職場と

して、引き続き運営したいと思います。ど

うぞよろしくお願い申し上げます。

　平成 26 年 4月吉日

仮8

肺ドック・消化器ドックを行っています
○肺ドック
月～金　9：00～10：00（1日2名）
料　金：27,000円（税込）

○消化器ドック
月～金　9：00～12：00（1日2名）
料　金：51,840円（税込）

～お申込み方法・お問合わせ先～
　予約センター：TEL 042－491－2181　受付時間：平日8：30～15：30

FAX 042-491-2125（8:30～15:30）
TEL 042-491-2934（8:30～17:15）


